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第 1章 生きる楽しみ 序論  

 

１．現代文明の認識 

 



２．学習方法論 

伝統的智恵の体系と西欧科学的知識の体系の比較

知識は仮説を提唱し､基本的な法則､また定理を確か
めるために用いられる

智恵は変動する条件下で適切な決断を下すのに用
いられる

知覚される諸現象の真意の説明は本質的に合理的
で客観的である

知覚される諸現象の真意の説明はしばしば精神性
にもとづき､主観的である

特定の知識と状況は、同僚の論評に影響され､個別
の専門家たちによって保持される

特定の智恵の特性と状況は、精神的な信条のような
社会―文化的要因によって影響され､共通に保持さ
れる

知識は共時的（短期的）な時間尺度で専門研究者た
ちによって主に生み出される

智恵は通時的(長期的）な時間尺度で資源利用者に
よって生み出される

知識は本質的に還元論主義、量的､分析的､および
理論的である

智恵は全体論的､直観的､質的､および実際的である

知識は､その応用的脈絡から離れた状況で､一般に
学習される

智恵は観察と実体験によって発達し､習得される

知識は主に記述言語によって伝達される智恵は主に口承によって伝達される

人類の生命は他の生命の形を制御する道徳的な権
利をもって上位にあると､一般にみなされる

自然界のすべての部分が生命あるものとみなされ､
すべての生命は相互依存を形成する

西欧科学的知識の体系伝統的智恵の体系

Modified from Johson (1992)  
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伝統的智
恵の体系

科学的知
識の体系

体験 伝達

市民､地域社会が作る 科学者､学会が作る

学習

表現する､伝える､議論する､共感する、補正するなど

個人による世界観の構築

自律的社会行動

持続可能な社会

 

科学的情報は正確､客観､普遍､再現を求められる

科学の研究方法

• 観察

• 調査

• 測定

• 実験

• 面接聴取など

研究結果の処理､加工、
考察、文献検索･引用

公表

科学的知識・情報の学習・伝達

科学者
の作業

学校､個人
の作業

情報データベースの構築

 



第 2章 学ぶことの意味 現代文明の批判教育的検討 

１．文化的進化としての環境学習 

 
２．学校制度における環境教育 

３．自然と社会環境の課題 

第 3章 生涯にわたる環境学習 

 



１．生涯にわたる環境学習の意義 

 

２．生涯にわたる環境学習過程の時間的構造 

 

 

第 4章 ELF環境学習過程とは何か？ 

１．環境の広がりを学ぶこと(Environment Learning Framework) 

２．ELF 環境学習過程の空間的構造 ― 枠組み（世界観）としての万華鏡（曼荼羅） 

３．ELF 環境学習過程の発達史 



 

４．ELF 環境学習過程がめざすこと 

 



第 5章 個別プログラムの学習目標と内容 

１．基本学習プログラム：自然誌 N、文化誌 C、世界観 W 

２．連関学習プログラム：生産 M、思索 T、感得 F 

 

３．統合学習プログラム：遊戯 P 

４．活動プログラム：地域 L、協働 Cp、保全 Cn 

 

５．基本､連関､統合､活動の流れと関係性 

第 6章 実践事例とその評価 

１．大学講義科目 



  

２．一般環境学習プログラム 

３．子供環境学習プログラム 

第 7章 学校教科「環境科」の提案 

 

 吾唯足知 （京都仁和寺） 

表1．　環境科カリキュラム研究会の趣旨

研究会の検討目標

①　体験学習の拡大、地域固有の知恵、伝統的知識体系の学習、日本人（感性）を育てる。

②　学校では科学的知識体系を学ぶ。受験教育を超えて、今日ある人格(知性)を育てる。

③　知識体系の形成には分析と統合が必要、関係性を知る技能を育てる。

④　学習指導要領の改正:　「生活科」、「総合的な学習の時間」の一部を、「環境科」にする。

環境教育学の位置づけ

①　還元論的（科学）と全体論的（環境学）の比較

②　分析の学と統合の学の比較検討

③　環境科学（環境化学、環境経済学、環境心理学、環境社会学、環境倫理学）および複合･
学際領域（生態学、地理学、文化人類学、生活学）の検討

環境学習の手法

すべての手法を包み込む手法としての環境科

検討する内容

①　各教科（学習）で取り上げる「環境学習」

自然誌、地域社会など教科内容

②　合科で取り上げる「環境学習」

エネルギー、資源、第一次産業、食文化、ごみ問題など

③　総合（学習）で取り上げる「環境学習」

生産技術、公害、郷土史、自然災害、消費生活、開発、異文化、環境法、経済、伝統文化、体
験学習、遠足、修学旅行など

④　統合される「環境学習」⇒　「環境科」

世界観（人生、価値、信仰、戦争と平和、倫理など）、科学的知識体系と伝統的知識体系の統
合



第 8章 ゆっくりと真文明に向かう         
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